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特集２／ひとは市民となり、まちのにぎわいを創り出す
解　　説
千葉大学法経学部助教授　　
倉阪　秀史
　本年 3月 29日に、国際交流基金が主催し、千葉大学 21世紀 COE「持続可
能な福祉社会に向けた公共研究拠点」が共催して、国際交流基金国際会議場に
て、「ひとは市民となり、まちのにぎわいを創り出す――豊かさを共有するし
くみとしての文化」と題する日・EU市民交流年記念シンポジウムが開催された。
  このシンポジウムには、国際交流基金の市民青少年交流指導者招へい事業の
一環として、フィンランド、スペイン、ハンガリー、スコットランドからまち
づくりの仕掛け人を 5名招へいし、グローバリゼーションに伴ってボーダー
がゆらぐ一方で、地域のアイデンティティをどのように維持し、市民が主体と
なってどのようにまちづくりを進めていくのかについて、終日にわたって討議
が行われた。
　招へいされた専門家はつぎのとおりである。
　ユッシ・ヤウヒアイネン氏：フィンランド・オウル大学教授（応用地理学・
都市計画）。技術革新における社会的風土と環境の役割、創造的都市ネットワー
ク形成、都市計画における転換期のインパクトなどを精力的に取り上げ、都市
計画・地域政策・産業ネットワーク・EU―北欧関係などの視点から 150を超
える学術論文を 11カ国語で執筆。
　エンリック・テリョ氏：スペイン・バルセロナ大学教授（環境経済学・歴史
経済学）。持続可能な環境と社会の発展、文化的景観の継承、EU域内の資源
供給・経済成長・環境汚染の関係等を長期的歴史的観点から分析。カタルーニャ
自治政府の水政策と環境財政改革のアドバイザー。
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　エリザベス・ヴィシー氏：ハンガリー地域開発・タウンプランニング公社シ
ニアコンサルタント。都市・地域研究部門プランナーとして都市と地域の持続
可能な発展、経済・社会・環境の統合、地域開発における市民参加、EU域内
の国際協力などを扱う。
　スチュワート・ノーブル氏：レッツリンク・スコットランドコンサルタント。
地域通貨（Local Exchange Trading Systems, LETS）のスコットランドにお
ける指導者として、地域通貨を相互交換する全国レート設定、会計・事務処理
簡素化ソフトウェア開発、地域通貨運用のためのマニュアル製作などの活動を
展開。
　ヴィクトール・ウガルテ氏：バルセロナのカサ・アジア（アジアハウス）プ
ログラム・資金調達部門長。教育・文化・経済分野の全プログラムを統括する
とともに、企業協賛、会員制度、国内アジア・コミュニティとの連携も担当。
  シンポジウムでは、最初に、倉阪から、千葉大学 COEの内容を説明すると
ともに、持続可能性を確保するためには、地域コミュニティの内部で地域のニー
ズを把握し地域の資源を有効に活用することが重要であることを、「穴に水を
入れる問題」を用いて説明した（112ページ～）。
　午前中のセッション「ゆらぐ境界、ひろがる領域：そのとき市民は何に根ざし、
どう行動するか」では、コーディネーターに千葉大学工学部の岡部明子助教授
を迎え、ヤウヒアイネン氏とテリョ氏との鼎談形式で議論が進められた。まず、
岡部氏が、EU統合にともなう「欧州化」の流れの中で、欧州の周縁に位置す
る都市で都市のアイデンティティを生かした新しいまちづくりが進んでいるこ
とを述べ（116ページ～）、ヤウヒアイネン氏がフィンランドのヘルシンキと
エストニアのタリンの例を（119ページ～）、テリョ氏がバルセロナの例を紹
介した（125ページ～）。
　午後は、「げんきな市民、にぎわうまち：コミュニティ活性化の仕掛け人た
ち」と称して、ヨーロッパ側の発表に日本側から類似の活動を行っている専門
家からコメントを行い、発表者とコメンテータが対談するという形式で進めら
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れた。ウガルテ氏（132ページ～）に対しては、国際交流基金企画評価部企画
評価課長の小川忠氏がコメントを行った。スコットランドの地域通貨に関する
ノーブル氏の発表（139ページ～）にコメントしたのは、千葉で地域通貨ピー
ナッツを仕掛けた村山和彦氏である。地域通貨について、スコットランドと日
本の取り組みの考え方がきわめて似ていることが明らかになった対談であった。
ヴィシー氏からは、ハンガリーの都市計画における市民参加の進展について報
告があった（146ページ～）。これに対して、東京理科大学の渡辺俊一教授から、
日本での都市計画での市民参加の経験をふまえて、ハンガリーの市民参加の意
義を評価するコメントがなされた。
　最後に、報告者全員が参加して、「ボランタリーなまちづくり：ひとりひと
りの公共的市民が豊かさを持続させる」と題するパネルディスカッションが行
われた（コーディネーターは倉阪）。ディスカッションでは、コミュニティと
は「顔の見える範囲」であること、誰でも市民として参加する資格があるが、
自覚的な市民とそうでない市民があること、自覚的な市民を創り出すための
働きかけを行うことなど行政にも重要な役割があることなど、会場を交えつつ、
市民参加によるコミュニティの活性化について具体的な議論が行われた。
　このシンポジウムでは、ボーダーレスな社会に向かう流れの中でコミュニ
ティの意義を再確認するとともに、その活性化に自覚的な市民（公共的市民）
が果たす役割と可能性を認識することができた。この面で、本シンポジウムの
成果は公共研究 COEにも直接に生かせるものであったと考えている。このシ
ンポジウムの企画を行った国際交流基金市民青少年交流課の高須奈緒美氏に感
謝したい。
